
消費税は【選挙で】変えられる	
消費税減税、廃止して誰でも安心して暮らせる国にしよう 	

消費税がなくなれば、１万1千円払っている物が1万円で買える！	

年収200万円の人は１ヶ月分の給料を余分に使える！	

財務省　（2020.10.8）	
後期高齢者の医療費	
２割（現行１割）負担に？	

IMF	の報告（2019）	
日本の消費税、2030
年までに１５％に 	

経団連の提言（2012）	
消費税１９％に増	
法人税２５％に減	
社会保障費は	
年2000億円削減を！	

「消費税は嫌だけど...仕方ない！」と諦めていたら	
更なる消費増税、更なる社会保障費削減が待っている 	

消費増税は全額社会保障に使われる⇒これは真っ赤な嘘 	
消費増税の大半は法人税減税と所得税減税に使われている	

赤字国債（政府の借金）の嘘	
「国の借金は将来世代へ負

担を先送り」は真っ赤な嘘！

⇒真実は「政府の借金は民

間の資産」	

政府支出が増えるにつれて

民間の所得が増えている⇒

逆に言うと、政府の借金を減

らせば国民は貧しくなる	

（収入の中でやりくりする）家庭、企業、自治体の会計と国の財政は違う	
家庭、企業、自治体の借金は収入から返済しないとだめだけど...		
自国通貨建ての政府の借金は、税金で返すのではなく、国債の償還時には	
新規に国債を発行する「借り換え」をすれば良いだけで、国債残高を減らす必要はない	

*解説記事【財源の話】	
字幕入り動画＆文字起こし	
れいわ新選組代表山本太郎 	

*財務省のホームページより池戸万作（経済政策アナリスト）作成 	

諦めないで！	

*解説記事【財源研究室】	



消費税の導入と増税の歴史から学ぶ	

*国民の抵抗が大きくて、消費税導入を提案してから施行までに10年の月日が必要だった	
*戦後40年以上も消費税なしで過ごしてきた 	

巧妙な手口	

国民が消費税減税、廃
止の政党候補者に投票
すれば..	
消費税減税、	
消費税廃止は可能	

*選挙の前には増税は言わず、選挙の後に増税する	
*はじめ、高めの税率で提案し、抵抗にあうと低めの税
率で提案して通す（例えば5％⇒3％）	

*例外を作って得する場合があるように見せ、その後変更する（例えば
3000万円以下を免税⇒1000万円以下）	

作成　2020.10.16　とらたぬこ（@tratnou）　　h8ps://twi8er.com/tratnou	
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